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一
一
ノ
一
〇
、
正
月
堂
十
一
面
尊
記 

 

出
典 

笠
置
寺
所
蔵
の
原
本 

 

解
説 

十
一
面
観
音
悔
過
の
法
要
は
天
平
勝
宝
四
年
に
笠
置
寺
で
初
め
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
い
つ
の

日
か
廃
絶
し
た
。
江
戸
時
代
、
こ
れ
を
嘆
い
た
東
大
寺
勧
進
沙
門
庸
訓
が
笠
置
寺
多
聞
院
光
専
と
は
か
り
、

庸
訓
の
先
達
、
公
慶
上
人
の
志
を
体
し
、
師
の
護
持
せ
る
神
符
た
る
正
月
堂
牛
玉
宝
印
（
ゴ
オ
ウ
ホ
ウ
イ
ン
）

と
庸
訓
の
弟
子
で
あ
る
秀
節
が
造
っ
た
十
一
面
観
音
を
笠
置
寺
に
寄
付
し
、
こ
の
法
要
の
再
興
を
図
っ
た

も
の
。
こ
の
十
一
面
観
音
は
現
在
舎
利
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

公
慶
（
一
六
四
八
～
一
七
〇
五
年
）
は
東
大
寺
勧
進
僧
と
し
て
当
時
露
座
で
あ
っ
た
大
仏
の
修
理
並
び
に
大

仏
殿
の
再
建
に
生
涯
を
捧
げ
た
僧
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
年
）
四
月
新
大
仏
殿
が
上
棟
、
公
慶
は
同
七
月

江
戸
に
て
入
寂
し
た
。 

 

正
月
堂
十
一
面
尊
記
を
記
し
た
庸
訓
は
師
公
慶
の
意
を
継
い
で
公
盛
、
公
俊
と
と
も
に
大
仏
殿
を
完
成

さ
せ
、
宝
永
六
年
三
月
か
ら
四
月
に
盛
大
な
供
養
を
お
こ
な
っ
た
。 

 
 原

文 

笠
置
正
月
堂
者
天
平 

勝
宝
中
実
忠
師
創
焉 

師
嘗
神
遊
于
都
史
内 

院
親
会
聖
衆
梵
音
和 

雅
微
妙
無
上
既
而
知 

是
十
一
面
観
自
在
尊 

秘
密
之
勝
軌
就
乞
聖 

衆
伝
来
焉
以
四
年
正 

月
肇
築
壇
修
法
二
七 

日
夜
矣
経
年
已
廃
又 

二
月
於
吾
之
羂
索
院 

亦
修
其
軌
以
降
于
今 

不
断
焉
惟
夫
以
之
秀 

者
擅
名
万
方
為
其
状 

也
松
柏
参
天
紫
翠
抜 

地
蔽
虧
嶙
峋
豊
麗 

愽
敞
耳
驚
泉
石
之
砰 

湃
眼
凝
灼
嵐
之
縹
渺 

畫
棟
高
架
疑
於
彩 

虹
朱
甍
斜
出
迷
於 
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矞
雲
是
聖
賢
之
所
止 

因
縁
之
所
在
也
祇
園 

之
勝
槩
台
嶺
之
奇
観 

亦
不
為
多
矣
元
弘
中 

車
駕
出
獨
于
此
実
為 

避
難
也
懸
崖
斗
絶
孰 

若
劍
閣
之
要
深
潭
百 

丈
不
譲
天
塹
之
嶮
轅
門 

據
此
按
堵
自
若
不
意 

賊
夜
潜
泝
流
攀
巖 

而
入
急
襲
於
其
営 

遂
至
犯 

帝
座
官 

軍
曳
兵
而
走
所
以
天 

歩
艱
難
臣
妾
仳
離 

日
月
為
之
惨
乎
雲
霧 

為
之
冥
兮
当
此
之
時 

金
地
宝
坊
罹
災
靡 

有
孑
遺
嗚
呼
天
哉 

多
聞
院
主
光
専 

闍
梨
嘗
嘆
曰
斯
以 

開
基
而
來
千
有
餘 

載
聖
者
迹
熄
道
風 

漸
微
無
復
克
継
其 

業
者
而
不
敏
志
図 

恢
復
焉
余
為
感
而
語 

曰
吾
会
下
僧
秀
節
者 

為
人
真
率
浄
業
是 

最
昔
聞
優
闐
王
彫 

栴
檀
像
之
因
縁
而 

自
謂
濟
度
澆
季
之 

益
莫
過
焉
喜
予 

彫
鏤
銘
心
自
足
有 

時
彫
刻
十
一
面
尊
長 

四
尺
許
乃
告
同
志 

曰
将
安
斯
像
於
各 

藍
以
充
覚
路
之
資 
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糧
固
是
我
願
也
復
終 

不
言
先
是
吾
祖
公
慶 

老
人
経
始
於
廬
舎
那 

殿
之
次
深
嘆
正
月
懺 

之
廃
併
欲
構
香
刹 

以
継
実
師
所
修
之
勝 

軌
而
左
方
右
円
不
克 

悒
々
厝
諸
懐
云
又 

慶
老
有
感
得
十
一
面 

尊
神
符
而
秘
焉
則 

亦
足
以
為
徵
也
闍
梨 

愕
然
曰
吾
願
亦
如
此 

何
其
事
之
脗
合
也
遂 

乞
得
尊
像
併
神
符
而 

敢
為
己
任
不
少
遷
動 

也
未
幾
有
檀
越
其
等 

聞
而
帰
依
投
財
若
干 

忽
荘
厳
瓔
珞
相
好
円 

満
於
是
令
余
開
其
浄 

眼
焉
伏
以
大
悲
神
力 

不
可
思
議
而
其
重
営 

梵
閣
復
修
懺
法
也 

可
計
年
而
待
于
以 

之
秀
擅
名
万
方
者 

亦
不
虚
是
為
記 

元
文
三
年
八
月
六
日 

造
東
大
寺
沙
門
庸
訓
謹
書 

 
 
 
 
 
   

 

十
一
面
尊
像 
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読
み
下
し
文 

 

笠
置
正
月
堂
は
天
平
勝
宝
中
、
実
忠
師
こ
れ
を
創
る
な
り
。
師
嘗
っ
て
都
史
内
院
に
神
遊
し
て
親
し
く 

聖
衆
と
会
す
。
梵
音
（
仏
の
声
）
和
雅
に
し
て
微
妙
無
上
な
り
。
既
に
し
て
是
十
一
面
観
自
在
尊
秘
密
の
勝

軌
（
深
遠
な
義
）
な
る
を
知
り
、
就
い
て
は
聖
衆
に
乞
い
て
伝
来
す
。
四
年
正
月
肇
を
以
て
壇
を
築
き
修
法

す
る
こ
と
二
七
の
日
夜
な
り
（
注
一
）
。
年
を
経
て
已
に
廃
す
る
も
、
又
二
月
吾
が
羂
索
院

け
ん
ざ
く
い
ん

に
於
い
て
亦
其
軌き

を
修
し
、
以
降
今
に
断
え
ず
（
注
二
）
。 

 

惟
お
も
ん
み
る

に
夫
れ
仏
の
秀ひ

い

で
た
る
は
檀
名

だ
ん
め
い

を
万
方
（
す
べ
て
の
方
面
）
に
な
す
こ
と
な
り
。
そ
の
状
と
為
る
や

松
柏

し
ょ
う
は
く

参
天

さ
ん
て
ん

（
松
柏
が
空
高
く
聳
え
る
）
、
紫し

翠す
い

拔
地

ば

っ

ち

（
宝
玉
が
地
を
は
な
れ
て
天
に
昇
る
）
、
蔽
虧

へ

い

き

嶙
峋

り
ん
し
ゅ
ん

（
欠
け
た
り

覆
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
、
切
り
立
っ
た
山
が
折
り
重
な
っ
て
覆
い
重
な
る
こ
と
）
、
豊
麗

ほ
う
れ
い

愽た
ん

敞
じ
ょ
う

（
丸
く
高
い
さ
ま
）
な
る
。

耳
は
泉
石
の
砰
湃

ほ
う
は
い

（
音
が
激
し
く
鳴
り
響
く
さ
ま
）
に
驚
ろ
き
、
眼
は
灼

し
ゃ
く

嵐ら
ん

の
縹

渺

ひ
ょ
う
び
ょ
う

（
遠
く
遙
か
に
見
え
る
さ
ま
）

を
凝こ

ら

す
。
畫
棟

が

と

う

（
彩
色
を
施
し
た
棟
木
）
の
高
く
架
る
を
彩さ

い

虹こ
う

（
美
し
い
彩
り
の
虹
）
と
疑
い
、
朱し

ゅ

甍ぼ
う

（
朱
い
屋
根
）

の
斜
め
に
出
ず
る
を
矞い

つ

雲う
ん

（
め
で
た
い
雲
）
と
迷
う
。
是
、
聖
賢
の
止
ま
る
所
に
し
て
因
縁
の
在
る
所
也
。

祇
園
（
祇
園
精
舎
）
の
勝
槩

し
ょ
う
が
い

（
す
ぐ
れ
た
景
色
）
、
台だ

い

嶺れ
い

（
中
国
浙
江
省
天
台
山
）
の
奇
観
も
亦
多
し
と
為
さ
ず
（
注

三
）
。 

 

元
弘
中
車
駕
出
ず
る
も
の
独
つ
。
此
の
実
、
難
を
避
け
ん
が
為
な
り
。
懸
崖
斗
絶

け
ん
が
い
と
ぜ
つ

（
切
り
立
っ
た
よ
う
に
険

し
い
さ
ま
）
劍
閣

け
ん
か
く

（
長
安
か
ら
蜀
に
入
る
道
に
あ
る
要
害
の
地
）
の
要
と
い
づ
れ
お
ぞ
。
深
潭
（
深
い
淵
）
百
丈
な

れ
ば
天
塹
（
ほ
り
）
の
嶮
を
譲
ら
ず
（
笠
置
山
を
取
り
巻
く
天
険
の
有
様
）
。
轅
門

え
ん
も
ん

（
軍
門
）
此
に
據
り
按
堵
し
、

自
若
（
落
ち
着
い
て
動
じ
な
い
様
）
せ
る
に
不
意
に
賊
、
夜
泝
流

せ
き
り
ゅ
う

を
潜
り
、
巖
を
攀
て
入
り
、
其
の
営

と
り
で

を
急

襲
し
、
遂
に
帝
座
（
天
皇
の
居
所
）
を
犯
す
に
至
り
、
官
軍
、
兵
を
曳
き
て
走
る
。
所
以

ゆ

え

に
天
（
天
皇
）
の
歩

み
艱
難
（
苦
し
む
こ
と
）
と
な
り
、
臣し

ん

妾
し
ょ
う

（
召
使
い
の
男
や
女
）
仳
離

ひ

り

（
別
離
す
る
）
せ
る
な
り
。
日
月
之
が
為

に
惨
た
り
、
雲
霧
之
が
為
に
冥
な
り
。 

 

当
に
此
の
時
、
金
地
（
寺
院
の
こ
と
）
宝
坊
、
災
に
罹
り
靡
て
孑
遺

げ

つ

い

（
僅
か
な
生
き
残
り
）
有
る
の
み
。
嗚
呼

天
（
運
命
）
な
る
哉
。 

 

多
聞
院
主
光
専
闍
梨
（
高
僧
の
称
号
）
、
嘗
っ
て
嘆
き
て
曰
く
。
斯こ

の
仏
開
基
よ
り
而
來
（
こ
の
か
た
）
千
有

餘
載
、
聖
者
の
迹
（
跡
に
同
じ
）
熄き

へ
、
道
風
（
道
徳
）
漸
微
（
次
第
に
か
す
か
に
な
る
）
し
て
復
克
く
其
の
業

を
継
ぐ
者
な
し
。
而
し
て
志
図

し

と

の
恢か

い

（
志
の
大
き
い
こ
と
）
な
る
を
復
敏さ

と

ら
ず
。 

 

余
（
庸
訓
の
こ
と
）
為
に
感
じ
語
り
て
曰
く
。
吾
が
会
下
僧
（
師
僧
の
と
こ
ろ
に
集
ま
り
修
行
す
る
僧
）
秀
節
、

為
人

ひ
と
と
な
り

真
卆

し
ん
そ
つ

（
あ
り
の
ま
ま
で
飾
り
気
が
な
い
こ
と
）
、
浄
業
（
妄
念
を
去
っ
て
修
行
す
る
こ
と
）
す
。
是
に
最
昔
（
こ

の
う
え
な
き
昔
）
優
闐

う

で

ん

王お
う

栴
檀

せ
ん
だ
ん

像
を
彫
る
の
因
縁
（
注
四
）
を
聞
き
て
、
自
ら
謂
う
に
澆

ぎ
ょ
う

季き

（
末
世
）
に
濟
度

（
仏
の
道
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
い
、
極
楽
の
彼
岸
に
渡
す
こ
と
）
す
る
の
益
に
過
ぐ
る
莫
し
、
喜
び
て
予
め
彫
鏤

ち
ょ
う
ろ
う

（
彫

刻
し
て
飾
る
こ
と
）
す
る
を
心
に
銘
ず
と
。
自
足

じ

そ

く

（
自
ら
の
状
態
に
満
足
す
る
こ
と
）
し
、
時
有
り
て
十
一
面
尊
長

四
尺
許
の
彫
刻
す
る
を
乃
ち
同
志
に
告
げ
て
曰
く
、
将
に
斯
像
を
各
藍
（
仏
寺
）
に
安
ん
じ
、
以
っ
て
覚
路
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（
悟
り
へ
の
道
）
の
資
糧
に
充
つ
る
は
、
固
よ
り
是
れ
我
が
願
い
也
と
（
注
五
）
。 

 

復
終
わ
り
て
言
な
し
。
先
に
是
に
吾
祖
公
慶
老
人
、
経
始
（
土
木
工
事
を
始
め
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
大
仏
殿
の

再
建
）
を
廬
舎
那
殿
に
於
い
て
の
次
、
深
く
正
月
の
懺
（
十
一
面
観
音
悔
過
の
こ
と
）
の
廃
せ
る
を
嘆
き
、
併
て

香
刹

こ
う
さ
つ

（
立
派
な
寺
院
）
を
構
え
、
以
っ
て
実
師
（
実
忠
）
所
修
の
勝
軌
（
十
一
面
観
音
悔
過
の
こ
と
）
を
継
が
ん
と

欲
す
。
而
れ
ど
も
、
左
方
右
円
に
し
て

克
な
し
と
げ

ず
。
悒
々

ゆ
う
ゆ
う

（
思
い
憂
う
こ
と
）
と
し
て
諸
懐

厝
い
り
ま
じ

る
と
云
う
。 

 

又
、
慶
老
十
一
面
尊
神
符
を
感
得
（
感
じ
悟
る
）
す
る
こ
と
あ
り
て
秘
と
す
。
則
ち
亦
、
以
て
徵
と
為
す

に
足
る
也
。 

 

闍
梨
愕
然
と
し
て
曰
く
、
吾
願
も
亦
此
の
如
し
。
何
ぞ
其
事
の
脗
合

ふ
ん
ご
う

（
物
事
が
ぴ
っ
た
り
あ
う
こ
と
）
す
る

や
。
遂
に
乞
い
て
尊
像
併
び
に
神
符
を
得
て
敢
え
て
己
の
任
（
役
割
り
）
と
為
し
、
遷う

つ

り
動
く
こ
と
少
な
か

ら
ず
也
。
未
だ

幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
し
て
檀だ

ん

越お
ち

（
施
主
の
こ
と
）
有
り
。
其
等
を
聞
き
て
帰
依
し
財
若
干
を
投
ず
。
忽

ち
荘
厳
瓔
珞
、
相
好
円
満
な
り
。
是
に
於
い
て
余
其
の
浄

じ
ょ
う

眼が
ん

（
清
浄
な
法
眼
）
を
開
か
し
む
。 

 

伏
し
て
以
て
大
悲
の
神
力
は
不
可
思
議
に
し
て
、
其
重
ね
て
梵
閣

ぼ
ん
か
く

（
仏
堂
）
を
営
み
、
懺
法
を
渡
修
す
る

や
年
を
計
へ
て
待
つ
べ
く
の
み
。
仏
の
檀
名
を
万
方
に
秀
（
秀
で
た
も
の
に
す
る
）
す
る
は
亦
虚
し
か
ら
ず
。

是
に
記
を
為
す 

 

元
文
三
年
（
一
七
三
八
年
）
八
月
六
日 

造
東
大
寺
沙
門
庸
訓
謹
書 

                                                      
  
       

           

 

注
一
、
以
上
笠
置
寺
縁
起
に
詳
し
い 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 

 

注
二
、
こ
の
修
法
は
東
大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
り
と
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る 

 

注
三
、
以
上
貞
慶
経
営
の
般
若
台
の
様
子
か
。 

 

注
四
、
于
闐
、
今
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
一
帯
。
仏
陀
が
忉
利
天
に
昇
っ
て
生
母
摩
耶
夫
人
の
た
め
に
説
法
し
て
い

た
時
、 

優
闐
王
が
地
上
で
仏
陀
の
姿
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
み
か
ら
病
臥
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
群
臣

が
そ
の
病
を
癒
す
た
め
栴
檀
で
五
尺
の
仏
陀
を
造
っ
た
こ
と
を
い
う
。
增
一
阿
含
經
卷
二
十
八
。 

注
五
、
文
化
十
年
頃
作
成
の
笠
置
寺
説
明
書
き
「
笠
置
寺
古
跡
由
緒
記
」
に 

正
月
堂
観
世
音
有
之
御
立
六
尺
御
足
ノ

裏
ニ 

右
志
趣
者
金
輪
聖
王
玉
躰
安
穏
当
寺
大
旦
那 

御
武
運
長
久
并
施
主
各
二
世
安
楽 

元
禄
四
辛
未
年
十
二
月
五
日 

願
主
文
殊
院
卜
信
敬
白 

ほ
り
附
御
座
候
文
化
十
酉
年
迄
百
二
十
三
年
也 

外
ニ

御
長
四
尺
観
世
音
有
之 

 
 
 
 

是
ハ

南
都
東
大
寺
勧
進
所
公
慶
上
人 

 
 
 
 

彫
刻
し
当
院
ヘ
被
納
玉
ふ
様
則
正
月
堂
縁
起
ニ 
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相
見
ヘ
申
候
文
酉
迄
七
十
五
年
也 

 
 
 

と
あ
る
。
こ
の
像
は
現
在
舎
利
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

        


